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◆◆◆現場の皆さんへ◆◆◆ 

 

【１．適正な価格形成のための情報プラットフォームの開設について】 

 

農林水産省畜産局では、皆様に畜産の現状を知っていただくとともに、誰もが簡単に情報発信に

活用できるようコンテンツを作成しました！ 

下記 URL にウェブサイトを開設しましたので、ぜひご活用ください！ 

 

◇ 詳しくはこちら 

→ https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/tekiseikakaku_platform.html 

 

なお、コンテンツについては、随時更新するとともに、今後追加予定としております。 

 

◇ お問い合わせ先 

農林水産省畜産局総務課（担当：請川） 

TEL：03-6744-0567（直通） 

 

 

【２．植物防疫所「病害虫情報」第 131 号を発行しました】 

 

1979 年から 44 年にわたり発行してきた植物防疫所「病害虫情報」が本号から完全デジタル化！ 

今後は侵入調査の対象病害虫の解説を中心に、より柔軟に病害虫の情報を皆様にお届けします。 

デザインも一新して生まれ変わった「病害虫情報」をよろしくお願いします。 
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第 131 号は以下の病害虫の解説記事 

・ミカンコミバエ種群 

・ウリミバエ 

・Candidatus Liberibacter solanacearum （Lso） 

 

◇ 詳しくはこちら 

→ https://www.maff.go.jp/pps/j/guidance/pestinfo/index.html 

 

◇ お問い合わせ先 

横浜植物防疫所業務部 国内検疫担当 

TEL：045-285-7135（直通） 

 

 

【３．◆所得向上、経営安定に向け農産物輸出にチャレンジしてみませんか。】 

 

農産物輸出は本当に稼ぐことができるの？といった声をよく聞きます。先般、公表された日本政

策金融公庫による調査レポートでは、輸出に取り組むことのメリットとして、71.9%の農業者が「販

路開拓・拡大による売上・所得の増大」と回答しています。 

また、GFP(農林水産省が推進する日本の農林水産物の輸出プロジェクト)会員からは、輸出向け産

品が、〔１〕国内向けよりも高値で取引できる、〔２〕国内相場に左右されない一定価格で販売で

きるなど所得向上や経営安定に繋がったと聞いています。更に、遊休農地の活用、雇用者の増加、

近隣農家との連携などにより産地全体の活性化にも繋がります。 

今後、農産物輸出に取組もうとお考えの農業者の皆様には GFP が支援しますので、まずは GFP 登

録をお願いいたします。 

 

◇ 詳しくはこちら 

GFP 登録 

→ https://www.gfp1.maff.go.jp/ 

 

GFP 農林水産物・食品輸出プロジェクト（農林水産省 HP） 

→ https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/gfptop.html 

 

◇ お問い合わせ先 

農林水産省輸出・国際局輸出支援課（担当：本岡、二瓶） 

TEL：03-6744-7172（直通） 

 

 

【４．（みどり戦略技術紹介）アミノ酸バランス改善飼料による牛排せつ物由来の温室効果ガス削

減】 
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本技術紹介では、みどりの食料システム戦略に貢献する技術を、「みどりの食料システム戦略」技

術カタログから毎月一回ご紹介します。 

今回ご紹介するのは、「アミノ酸バランス改善飼料による牛排せつ物由来の温室効果ガス削減」で

す。 

アミノ酸バランス改善飼料とは、アミノ酸バランスを調整することで温室効果ガスの排出量を削

減する飼料です。慣行の飼料と比べ、堆肥化中に発生する温室効果ガスの量を約半減させつつ、

肥育成績は維持することができます。当手法は、J-クレジット制度の方法論としても登録されて

います。 

本技術の詳しい情報については、カタログをご覧ください。 

 

◇ 詳しくはこちら 

「みどりの食料システム戦略」技術カタログ(分割版：畜産)Ｐ.２ 

アミノ酸バランス改善飼料による牛排せつ物由来の温室効果ガス削減 

→ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/attach/pdf/midori_catalog_animal.

pdf#page=2 

 

「みどりの食料システム戦略」技術カタログ 

→ https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/catalog.html 

 

◇ お問い合わせ先 

農林水産省大臣官房政策課技術政策室（担当：小花和、田中） 

TEL：03-6744-0408（直通） 

 

 

【５．令和 5 年度畜産環境シンポジウムのご案内】 

 

今年度の畜産環境シンポジウムのテーマは、家畜排せつ物からはじめる地球温暖化対策です。 

本シンポジウムでは、家畜排せつ物からの温室効果ガス排出削減に資する堆肥製造技術や J－ク

レジット制度の取組、堆肥の更なる有効利用につながる広域流通事例などの紹介を通じ、畜産環

境対策を進める上での一助となる情報を発信します。 

 

◇ 開催情報 

日時：令和 5 年 10 月 12 日（木）13:30～17:15 

会場：農林水産省本省 7 階講堂とオンライン配信（参加費無料） 

 

◇ お申し込み方法 

以下フォームからお申し込みください。（先着順、10/10（火）〆切） 
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→ https://www.cpl.jp/r5chikusan-form/ （外部リンク） 

 

◇ 詳細はこちら 

→ https://www.maff.go.jp/j/press/chikusan/c_sinko/230912.html 

 

◇ お問い合わせ先 

農林水産省畜産局畜産振興課（担当：夏目、福田） 

TEL：03-6744-7189（直通） 

 

 

【６．「令和５年度未来につながる持続可能な農業推進コンクール」へのご応募をお待ちしており

ます！】 

 

持続可能な農業の確立を目指し意欲的に経営や技術の改善、普及等に取り組んでいる、農業者、

農業団体、流通・加工業者、自治体、教育機関等を表彰する「未来につながる持続可能な農業推

進コンクール」の候補者を募集しています。 

GAP（※）の実践や有機農業・環境保全型農業に取り組んでおられる皆様、奮ってご応募ください！ 

（※）GAP（Good Agricultural Practices：農業生産工程管理） 

 

◇ 応募期間 

令和５年８月４日（金）～10 月 31 日（火） 

※農業環境対策課に直接提出の場合 11 月 16 日（木）まで 

 

◇ 表彰部門 

GAP 部門及び有機農業・環境保全型農業部門 

 

◇ 表彰の内容 

農林水産大臣賞、農産局長賞または畜産局長賞 

 

◇ 詳しくはこちら 

令和５年度未来につながる持続可能な農業推進コンクールについて（農林水産省 HP） 

→ https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/r5_konkuru.html 

 

◇ お問い合わせ先 

農林水産省農産局農業環境対策課 

（全般及び有機農業・環境保全型農業部門） 

TEL：03-6744-2114 担当：大山・藤原 

（GAP 部門） 

TEL：03-6744-7188 担当：片岡・北國 
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◆◆◆編集後記◆◆◆ 

雷の別名として稲妻という言葉がありますが、これは雷光を稲の連れ合いとして「いな（稲）」と

「つま（妻）※」を組み合わせた言葉です。雷は豊穣をもたらすという言い伝えに由来する言葉

だそうですが、近年の研究でも、稲妻は空気中の窒素を土壌に固定する作用が明らかになってお

り、稲妻の多い年は作物に良い影響を与える傾向があるそうです。今年は多くの地域で台風や日

照りの被害があり、豊穣とは言い難い地域もありますが、いつの日も、田畑が慈雨や稲妻に恵ま

れることを願いたいと思います。（高橋） 

※古くは「つま（夫）」と表記 

 

■ 経営局公式 Facebook ページ「農水省・農業経営者 net」 

→ https://www.facebook.com/nogyokeiei 

 

■ ご意見・ご質問はこちら 

→ https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/keiei/keiei/180817.html 

 

■ リンク URL の一部に PDF 形式のものがあります 

メールマガジンに記載した URL で、一部 PDF 形式のものがあります。PDF ファイルをご覧いただ

くためには、農林水産省ホームページ「3 PDF ファイルについて」をご覧になり、「GetAdobeReader」

のアイコンで AdobeReader をダウンロードしてください。 

→ https://www.maff.go.jp/j/use/link.html 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 ○ 電子出版：農業担い手メールマガジン 

 ○ 発行日 ：毎月１回発行 

 ○ 発行元 ：農林水産省経営局経営政策課 担当：大庭、磯野、高橋 

 

☆ このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから 

→ https://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/n_hyousyou/hyousyou_merumaga.html 

☆ このメルマガの配信変更、配信解除、パスワード再発行等はこちらから 

→ hhttps://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 


